
項      目 新  規 総  数 

男   性 ３，１６２人 １４，１９２人 

女   性 ３，０２１人 ２１，２４９人 

計 ６，１８３人 ３５，４４１人 

決算書掲載頁　247

内
訳

図書館事業を通じて図書館の利用を高め、利用者の満足を得ること、市民の生涯学習を支援することをめざす。

子ども読書活動推進計画に基づいて、子どもの読書への関心を高めていく。また、市民のニーズに即した講座やイベント
の開催に取り組み、ボランティアの活用と情報発信に努めることで図書館サービスや読書の素晴らしさを広く市民に伝え
ていく。
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図書館を通じて学習・読書活動を支援する社会教育
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生涯学習部図書館

事業： 図書館事業 0606
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A

教育立市「読書のまち河内長野」の実現をめざし、図書館を通じて、学習・読書活動を
支援している。A

多様な年代の市民に向けて開催した講座など
の図書館事業は、多くの市民が図書館へ来
館し、資料に触れ読書を楽しむきっかけとなっ
ており、またボランティアの活動の場ともなっ
ている。
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・「第２次子ども読書活動推進計画」に基づいた計画的な施策の推進
・図書館におけるボランティア活動の場の提供と市民へサービスとしての還元
・図書館システム（施設・図書館資料・各サービス）が市民に活用されるようにする。
・各講座・講演会により読書振興を図る。
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１．利用者の満足度を高めること
２．図書館の利用を促進すること。
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細事業：図書館内サービス事業 03事業
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直営 平成14年度 図書館法、河内長野市立図書館条例

河内長野市民

若い世代により一層利用してもらえる時代に即した情報提供・情報発信の検討を行う。
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年始特別開館の継続実施。広域相互利用の拡大（河南町・太子町・千早赤阪村・橋本市・五條市）。開館時刻の３０分繰
上げ。貸出上限冊数１０冊を２０冊に倍増する。利用者開放端末を設置し、オンラインデーターベースによる情報提供
サービスを実施。パソコン利用者専用席の設置。
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事業：図書館事業                                

１．「読書のまち 河内長野」の推進 

「読書のまち 河内長野」を推進するため、図書館資料の貸出冊数の上限を２０冊に拡大、開館時間は３０分

の繰り上げを行った。また、年始の特別開館を継続実施するとともに平成２４年７月から開始した広域相互利用

における提携市町村の拡大を行い、市民の生涯学習の場を大きく広げた。ボランティアとの協働面では読み聞か

せボランティア講座を実施し、ボランティアの活動支援と図書館サービスの充実を進めた。 

また、第２次子ども読書活動推進計画に基づき、学校やボランティアなど関係機関との連携を図りながら、え

ほんのひろばなどを実施し、子どもたちに読書の楽しみを伝える環境づくりを推進した。 

２．「文化財のまち 河内長野」の推進 

本図書館で所蔵する古文書等郷土歴史資料の適切な活用を図るため古文書に関する講座を充実したほか、本市

の文化遺産への市民の関心を高めるために、文化遺産講座を開催するなど郷土歴史学習の支援と文化遺産の啓発

に努めた。 

細事業：図書館内サービス事業                             

１．図書館資料利用状況 

４月から開館時間を９時３０分に繰り上げ、試行的に実施していた図書館資料の貸出上限冊数の１０冊から２

０冊（うち視聴覚資料は２点から４点）への拡大を本格実施した。また、利用者用開放端末を設置し、オンライ

ンデータベースによる情報提供サービスを開始するとともに、パソコン利用者専用席の設置を行い、利便性の向

上に努めた。 

(1) 貸出 

個人貸出（自動車文庫の貸出点数を含む）は１，０４７，７０６点（内訳は一般書７００，００２点、児童

書２３７，２２４点、視聴覚資料３９，９７９点、雑誌６８，６０７点、録音図書１，８９４点）、団体貸出は

２０，７２１点（自動車文庫・公民館の貸出含む）であった。 

(2) 図書館開館日数・入館者数 

  図書館は３２０日開館（1月の特別開館日を含む）し、５５４，４１６人の入館者があった。 

(3) 登録者数（公民館図書室・自動車文庫での登録を含む） 

 

 

 

 

 

(4) 資料数 ４０６，７６７点（図書資料・視聴覚資料・録音図書を含む） 

  (5) 複写サービス 著作権法に基づく図書館資料の複写サービスを行った。 

モノクロ３６，６５３枚  カラー４，２０５枚 

(6) 予約・リクエストサービス 

予約・リクエストサービスに対応した件数は１６４，４８６件（Ｗｅｂ予約１０２，８９７件含む）。自館で

の対応だけでなく府立図書館や近隣の図書館などから延べ６，３３１冊の図書を借り受けて資料提供に努めた。 

２．障がい者サービス他館内サービス利用状況 

墨字の資料を利用するのが困難な利用者、来館が困難な障がい者に向けたサービスの充実に取り組んだ。また、

利用者の資料を探すサポートを行う調査相談（レファレンス）サービスの提供にも努めた。 

(1) 障がい者サービス 

   ボランティアによる対面朗読、点字・録音図書の製作のほか、９４２点の郵送貸出を行った。 

(2) 調査相談（レファレンス）サービス 

延べ１，３６５件の調査相談があった。調査用のツールとして、調査事例のデータ化と一部公開を実施した。 

項      目 新  規 総  数 

男   性 ３，１６２人 １４，１９２人 

女   性 ３，０２１人 ２１，２４９人 

計 ６，１８３人 ３５，４４１人 


